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‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥平成２８年度概算要求事項 １

【 絆 づくりと活力あるコミュニティの形成】
きずな

‥‥‥‥‥‥‥１．学校を核とした地域力強化プラン ２

２．博物館ネットワークによる未来への
‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥レガシー継承・発信事業 １０

３．地域と教育機関の連携による女性の学びを
‥‥‥‥‥支援する保育環境の在り方の検討 １２

４．仮設住宅の再編等に係る子供の学習支援による
‥‥コミュニティ復興支援事業［復興特別会計］ １４

【専修学校等の人材養成機能の向上】

５．成長分野等における中核的専門人材養成等
‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥の戦略的推進 １６

‥‥‥‥‥６．専修学校版デュアル教育推進事業 １８

７．職業実践専門課程等を通じた専修学校の
‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥質保証・向上の推進 ２０

８．専門学校生への効果的な経済的支援の在り方
‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥に関する実証研究事業 ２２

【情報通信技術を活用した学びの推進】

‥‥‥９．情報通信技術を活用した教育振興事業 ２４

‥‥‥10．ICTを活用した教育推進自治体応援事業 ２６

11．人口減少社会におけるICTの活用による
‥‥‥‥教育の質の維持向上に係る実証事業 ２８

【青少年の健全育成】

‥‥‥12．体験活動推進プロジェクト等の充実等 ３０



生涯学習政策局

前　年　度 28 年 度 比　　　較

予　算　額 要 求 額 増△減額
　　　　きずな

 １．絆づくりと活力ある 6,811 9,345 2,535 ( 1 ) 学校を核とした地域力強化プラン 9,137 ( 6,684 )

　　 コミュニティの形成 ア 学校・家庭・地域の連携協力推進事業 7,027 ( 5,078 )

イ 土曜日の教育支援体制等構築事業 1,560 ( 1,262 )

ウ その他 549 ( 344 )

( 2 ) 博物館ネットワークによる未来への 62 ( 0 )

レガシー継承・発信事業

( 3 ) 地域と教育機関の連携による女性の 24 ( 0 )

学びを支援する保育環境の在り方の検討

( 4 ) その他 122 ( 127 )

 ２．専修学校等の人材 2,114 2,668 554 ( 1 ) 成長分野等における中核的専門人材 1,534 ( 1,567 )

　　養成機能の向上 養成等の戦略的推進

( 2 ) 専修学校版デュアル教育推進事業 302 ( 0 )

( 3 ) 職業実践専門課程等を通じた専修学校 183 ( 183 )

の質保証・向上の推進

( 4 ) 専門学校生への効果的な経済的支援 597 ( 305 )

の在り方に関する実証研究事業

( 5 ) その他 53 ( 58 )

３．情報通信技術を活用 671 790 119 ( 1 ) 情報通信技術を活用した教育振興事業 173 ( 107 )

　　 した学びの推進

( 2 ) ＩＣＴを活用した教育推進自治体応援事業 294 ( 245 )

( 3 ) 人口減少社会におけるＩＣＴの活用による 142 ( 142 )

教育の質の維持向上に係る実証事業

( 4 ) その他 180 ( 178 )

４．青少年の健全育成 477 440 △ 36 ( 1 ) 体験活動推進プロジェクト等の充実等 440 ( 243 )

( 2 ) その他（前年度限りの経費） 0 ( 234 )

５．新たな教育改革の 1,029 1,298 269 ( 1 ) 中央教育審議会　等 21 ( 24 )

　　推進 等

( 2 ) 基幹統計調査　等 803 ( 568 )

( 3 ) その他 474 ( 437 )

 ６．生涯学習政策局所轄・ 23,069 24,750 1,681 ( 1 ) 国立教育政策研究所 3,348 ( 3,441 )

( 2 ) 放送大学学園 7,891 ( 7,294 )

( 3 ) 独立行政法人国立科学博物館 2,786 ( 2,765 )

( 4 ) 独立行政法人国立女性教育会館 544 ( 540 )

( 5 ) 独立行政法人国立青少年教育振興機構 10,181 ( 9,029 )

生涯学習政策局　合計 34,171 39,292 5,122

 ※　計数はそれぞれ四捨五入しているため、合計と一致しない。

 ※　復興特別会計計上予算は含まれていない。

 ※　青少年課所管分を含む。

平　成　２　８　年　度　概　算　要　求  事　項

（単位 ： 百万円）

事　　　　　　　項 備　　　　　　                 　　　　　　考

　　 所管機関
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１．学校を核とした地域力強化プラン

（前 年 度 予 算 額 ６,６８４百万円）
28年度要求・要望額 ９,１３７百万円

１．要求の要旨
少子化・高齢化の進展、地域のつながりの希薄化、地域格差・経済格差の進行、共働

き世帯の増加等により、子供たちを取り巻く地域力が衰退していることから、地域住民
等の参画による学校を核とした人づくり・地域づくりを実施することにより地域の将来
を担う子供たちを育成し、学校を中心とした地域力の強化を図る必要がある。
このため、学校を核として地域住民等の参画や地域の特色を生かした事業を展開する

ことで、まち全体で地域の将来を担う子供たちを育成する取組の充実を図るとともに、
地方創生の実現を図る。

２．要求の内容
○学校を核とした地域力強化プランの実施

学校を核とした地域力強化のための仕組みづくりや地域の活性化に関する様々な取
組を有機的に組み合わせて推進するとともに、ファシリテーターの養成・研修に関す
る実証研究やアウトリーチ型家庭教育支援の取組を推進することで、将来を担う子供
たちを育成し、地方創生の実現を図る。
①コミュニティ・スクール導入等促進事業

地域住民等が学校運営に参画するコミュニティ・スクールについて、未導入地域
への支援の拡充や学校支援等の取組との一体的な推進等により、一層の拡大・充実
を図ることで、将来の地域を担う人材の育成、学校を核とした地域づくりを推進す
る。

②学校・家庭・地域の連携協力推進事業
学校と地域をつなぐコーディネーターが中心となり、地域人材の参画による学校

の教育活動等の支援など、学校・家庭・地域が協働で教育支援に取り組む仕組みづ
くりを推進し、地域の活性化を図る。また、女性の活躍推進を図るため、厚生労働
省と連携して、放課後児童クラブと放課後子供教室の一体型を中心とした「放課後
子ども総合プラン」を一層推進するとともに、中学生・高校生等を対象に大学生や
企業ＯＢなど地域住民の協力やＩＣＴの活用等による原則無料の学習支援（地域未
来塾）の充実を図る。

③地域の豊かな社会資源を活用した土曜日の教育支援体制等構築事業
地域の多様な経験や技能を持つ人材・企業等の協力により、土曜日ならではの教

育活動を行う取組を充実し、学校と地域が一体となった取組を支援することなどを
通じて、地域の活性化を図る。

④健全育成のための体験活動推進事業
農山漁村等における体験活動において、地域人材や地域資源を活用することによ

り、異世代間交流や都市農村交流を図り、地域の活性化につなげる。

⑤地域を担う人材育成のためのキャリアプランニング推進事業
地元就職につなげるキャリアプランニングを推進する「キャリアプランニングス

ーパーバイザー」を配置し、地域を担う人材育成・就労支援を促進することにより、
地域の活性化につなげる。

⑥地域提案型の学校を核とした地域魅力化事業
学校を核とした地域の魅力を創造する取組として、地域が提案する創意工夫のあ

る独自で多様な取組を支援することにより、地域の活性化を図る。
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地
方
創
生
を

実
現

【
学
校
・
家
庭
・
地
域
の
連
携
協
力
推
進
事
業
】
（7

,0
27
百
万
円
）

学
校
と
地
域
を
繋
ぐ
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
中
心
と
な
り
、
地
域
人
材
の
参
画
に
よ
る
学
校

の
教
育
活
動
等
の
支
援
な
ど
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
協
働
で
教
育
支
援
に
取
り
組
む
仕
組
み
づ

く
り
を
推
進
し
、
地
域
の
活
性
化
を
図
る
。

【
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
導
入
等
促
進
事
業
】
（

16
6百
万
円
）

未
導
入
地
域
へ
の
支
援
の
拡
充
や
学
校
支
援
等
の
取
組
と
の
一
体
的
な
推
進
等
に
よ
り
、
将
来

の
地
域
を
担
う
人
材
の
育
成
、
学
校
を
核
と
し
た
地
域
づ
く
り
を
推
進
す
る
。

【
健
全
育
成
の
た
め
の
体
験
活
動
推
進
事
業
】
（

99
百
万
円
）

農
山
漁
村
等
に
お
け
る
体
験
活
動
に
お
い
て
、
地
域
人
材
や
地
域
資
源
を
活
用
す
る
こ

と
に
よ
り
、
異
世
代
間
交
流
や
都
市
農
村
交
流
を
図
り
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
。

学
校
を
核
と
し
た
地
域
力
強
化
プ
ラ
ン

学
校
を
核
と
し
て
地
域
住
民
等
の
参
画
や
地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
事
業
を
展
開
す
る
こ
と
で
、

ま
ち
全
体
で
地
域
の
将
来
を
担
う
子
供
た
ち
を
育
成
す
る
と
と
も
に
、
地
方
創
生
の
実
現
を
図
る
。

◆
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
、
柔
軟
に
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
関
連
施
策
に
よ
る
プ
ラ
ン
を
推
進
。

◆
学
校
を
核
と
し
た
地
域
力
強
化
の
た
め
の
仕
組
み
づ
く
り
や
地
域
の
活
性
化
に
直
結
す
る
様
々
な
施
策
等
を
有
機
的
に
組
み
合
わ
せ
て
推
進
。

【
地
域
を
担
う
人
材
育
成
の
た
め
の
ｷ
ｬ
ﾘ
ｱ
ﾌ
ﾟﾗ
ﾝ
ﾆ
ﾝ
ｸ
ﾞ推
進
事
業
】
（

12
百
万
円
）

地
元
就
職
に
つ
な
げ
る
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
推
進
す
る
「
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
」
を
配
置
し
、
地
域
を
担
う
人
材
育
成
・
就
労
支
援
を
促
進
す
る
こ
と

に
よ
り
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
。

【
地
域
の
豊
か
な
社
会
資
源
を
活
用
し
た
土
曜
日
の
教
育
支
援
体
制
等
構
築
事
業
】（

1,
56

0百
万
円
）

地
域
の
多
様
な
経
験
や
技
能
を
持
つ
人
材
・
企
業
等
の
協
力
に
よ
り
、
土
曜
日
な
ら
で
は
の
教

育
活
動
を
行
う
体
制
を
構
築
し
、
学
校
と
地
域
が
連
携
し
た
取
組
を
支
援
す
る
こ
と
な
ど
を
通
じ
て
、

地
域
の
活
性
化
を
図
る
。

【
地
域
提
案
型
の
学
校
を
核
と
し
た
地
域
魅
力
化
事
業
】
（1

1百
万
円
）

学
校
を
核
と
し
た
地
域
の
魅
力
を
創
造
す
る
取
組
と
し
て
、
地
域
が
提
案
す
る
創
意
工
夫

の
あ
る
独
自
で
多
様
な
取
組
を
支
援
す
る
こ
と
に
よ
り
、
独
自
の
地
域
の
活
性
化
を
図
る
。

(前
年
度
予
算
額

6
,6
8
4百
万
円
)

2
8
年
度
要
求
・要
望
額
9
,1
37
百
万
円

学
校
を
核
と
し
て
、
人
づ
く
り
・地
域
づ
く
り
の
好
循
環
を
創
出

少
子
化
・
高
齢
化
の
進
展

核
家
族
化

共
働
き
世
帯
、
一
人
親
世
帯
、

独
居
老
人
の
増
加

地
域
の
つ
な
が
り

の
希
薄
化

地
域
格
差
、
経
済
格
差
の
拡
大

子
供
た
ち
を

取
り
巻
く

地
域
力
の
衰
退

学
校
を
核
と
し
た
地
域

と
の
つ
な
が
り
の
形
成

地
域
資
源
を
生
か
し
た
子
供

た
ち
の
豊
か
な
学
び
の
実
現

子
供
た
ち
の
地
域
へ
の
愛
着
、

地
域
の
担
い
手
の
増
加

人
口
流
出
の
抑
制
、

地
域
の
活
性
化

学
校
を
核
と
し
た

地
域
力
強
化
の
た
め
の

仕
組
み
づ
く
り
の
推
進

キ
ャ
リ

ア
教
育

農
山
漁

村
体
験

土
曜
日
の

支
援
体
制

構
築

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル

学
校
支
援

地
域
本
部

様
々
な
施
策
の

展
開
に
よ
り
、

教
育
の
充
実
、

地
域
も
活
性
化

◇
地
方
創
生
に
は
、
地
域
を
生
か
し
た
豊
か
な
学
び
の
創
出
に
よ
り
、
子
供
た
ち
の
地
域
へ
の
愛
着
を
育
み
、
地
域
の
将
来
を
担
う
子
供
た
ち
を
育
成
す
る
こ
と
が
重
要
。

学
校
を
核
と
し
た
地
域
力
強
化
・
将
来
を
担
う
子
供
た
ち
の
育
成
を
通
じ
て
、
地
方
創
生
を
実
現

地
域

提
案
型

事
業

地
域
連
携
の
基
盤
づ
く
り

地
域
の
特
色
あ
る
取
組
を

柔
軟
に
支
援

地
域
力
強
化
プ
ラ
ン
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学
校
・
家
庭
・
地
域
の
連
携
協
力
推
進
事
業

〈
市
町
村
〉
運
営
委
員
会

○
域
内
の
他
事
業
と
の
連
携
や
教
育
支
援
活
動
の
在
り
方
の
検
討

○
ス
ク
ー
ル
ヘ
ル
ス
リ
ー
ダ
ー
に
よ
る
子
供
の
健
康
等
に
関
す
る
指
導
助
言
等

国
1
/
3

都
道
府
県
1
/
3

市
町
村
1
/
3

【
補
助
率
】

近
年
、
子
供
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変
化
し
て
お
り
、
未
来
を
担
う
子
供
た
ち
を
健
や
か
に
育
む
た
め
に
は
、
学
校
、
家
庭
及
び
地
域
住
民
等
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
と
責
任
を
自
覚

し
つ
つ
、
地
域
全
体
で
教
育
に
取
り
組
む
体
制
づ
く
り
を
目
指
す
必
要
が
あ
る
。

そ
の
た
め
、
学
校
と
地
域
を
繋
ぐ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
中
心
と
な
り
、
地
域
住
民
や
豊
富
な
社
会
経
験
を
持
つ
外
部
人
材
等
の
協
力
を
得
て
、
学
校
支
援
地
域
本
部
、
地
域
未
来
塾
、

放
課
後
子
供
教
室
、
家
庭
教
育
支
援
、
地
域
ぐ
る
み
の
学
校
安
全
体
制
の
整
備
、
ス
ク
ー
ル
ヘ
ル
ス
リ
ー
ダ
ー
派
遣
な
ど
の
学
校
・
家
庭
・
地
域
の
連
携
協
力
に
よ
る
様
々
な
取
組
を
推
進
し
、

社
会
全
体
の
教
育
力
の
向
上
及
び
地
域
の
活
性
化
を
図
る
。
特
に
、
中
学
生
・
高
校
生
等
を
対
象
に
大
学
生
や
教
員
O
Bな
ど
地
域
住
民
の
協
力
や
I
CT
の
活
用
等
に
よ
る
原
則
無
料
の
学
習

支
援
（
地
域
未
来
塾
）
を
充
実
さ
せ
る
。
ま
た
、
女
性
の
活
躍
推
進
を
阻
む
「
小
１
の
壁
」
を
打
破
す
る
と
と
も
に
、
次
代
を
担
う
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、
放
課
後
子
ど
も
総
合
プ
ラ
ン

に
基
づ
き
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
と
一
体
型
の
放
課
後
子
供
教
室
を
計
画
的
に
整
備
し
、
厚
生
労
働
省
と
連
携
し
た
総
合
的
な
放
課
後
対
策
を
よ
り
一
層
充
実
さ
せ
る
。

平
成
２
８
年
度
要
求
・要
望
額
7
,
0
2
7
百
万
円

・
活
動
拠
点

(居
場
所

)の
確
保

・
放
課
後
等
の
学
習
指
導

・
自
然
体
験
活
動
支
援

・
文
化
活
動
支
援
な
ど

家
庭
教
育
支
援
員
の
配
置

・
家
庭
教
育
支
援
チ
ー
ム
に
よ
る
相
談
や
支
援

・
親
へ
の
学
習
機
会
の
提
供
な
ど

放 課 後 子 供 教 室 家 庭 教 育 支 援
学
校
の
教
育
活
動
を
充
実

・
企
業
、
地
域
と
マ
ッ
チ
ン
グ

・
取
組
の
質
の
向
上

学
校

（
教
職
員
）

地
域
の

多
様
な
人
材

家
庭

（
保
護
者
）

地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

配
置
促
進
及
び
機
能
強
化

・
授
業
等
の
学
習
補
助

・
部
活
動
指
導
補
助

・
学
校
行
事
支
援

・
学
校
環
境
整
備

・
登
下
校
の
見
守
り
等

学 校 支 援 地 域 本 部

地
域
人
材
等
の
参
画

・
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
に
よ
る

学
校
安
全
体
制
の
整
備
等

家 庭 教 育 支 援 員

学
習
が
遅
れ
が
ち
な
ど
の
中
学
生
・
高
校
生
等
を

対
象
と
し
た
地
域
住
民
の
協
力
や

IC
Tの
活
用
等

に
よ
る
原
則
無
料
の
学
習
支
援
の
充
実

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
と
の
一
体
型
を
中
心
と
す
る

放
課
後
子
ど
も
総
合
プ
ラ
ン
の
推
進

地
域
の
実
情
に
応
じ
て
有
機
的
に
組
み
合
わ
せ
て
実
施
可
能

学
校
・
家
庭
・
地
域
が
連
携
し
て
地
域
社
会
全
体
で
教
育
支
援
活
動
を
実
施
し
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
活
性
化

重
点

施
策

放 課 後 児 童 ク ラ ブ

連
携

（
厚
労
省
）

（
平
成
２
７
年
度
予
算
額
5
,0
7
9
百
万
円
）

地 域 未 来 塾

4
,0
0
0
箇
所

3
,6
0
0
箇
所

1
5
,5
0
0
箇
所

1
,0
0
0
箇
所

1
,8
0
0
箇
所

重
点

施
策

教 育 活 動 推 進 員 ・ 学 習 支 援 員

多 数 の ボ ラ ン テ ィ ア 等

統
括
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置

未
実
施
地
域
に
お
け
る
取
組
実
施
を
加
速
化
す
る
と
と
も
に
、

地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
資
質
や
取
組
の
質
の
向
上
を
図
る

重
点

施
策

重
点

施
策

○
教
育
委
員
会
と
福
祉
部
局
の
連
携
方
策

○
地
域
の
協
力
者
の
人
材
確
保
方
策
の
検
討
等

〈
学
校
〉
活
動
主
体

〈
都
道
府
県
〉
推
進
委
員
会
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中
学
生
・
高
校
生
等
を
対
象
に
、
大
学
生
や
教
員

O
Bな
ど
地
域
住
民
の
協
力
や
ＩＣ
Ｔ
の
活
用
等
に
よ
る
学
習
支
援

を
実
施
経
済
的
な
理
由
や
家
庭
の
事
情
に
よ
り
、
家
庭
で
の
学
習
が
困
難
で
あ
っ
た
り
、
学
習
習
慣
が
十
分
に
身
に
つ
い
て
い
な
い

中
学
生
・
高
校
生
等
へ
の
学
習
支
援
を
実
施

教
員
を
志
望
す
る
大
学
生
な
ど
の
地
域
住
民
、
学
習
塾
な
ど
の
民
間
教
育
事
業
者
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
協
力
に
よ
り
、
多
様
な
視
点

か
ら
の
支
援
が
可
能
（
２
８
年
度
要
求
・
要
望
額
：

62
8百
万
円
（
前
年
度
予
算
額

20
7百
万
円
）
※
学
校
・
家
庭
・
地
域
の
連
携
協
力
推
進
事
業
の
内
数
）

＜
放
課
後
学
習
支
援
＞

・
対
象
は
中
１
～
３
の
希
望
者

・
年
間
約
8
0
回

(学
期
中
の
週
２
回
(２
時
間
程
度
))

＊
学
校
の
空
き
教
室
を
利
用
、
無
料

・
指
導
員
に
よ
る
個
別
指
導
と
自
習

＊
指
導
員
：
教
員
志
望
の
講
師
や
大
学
生
な
ど

全
生
徒
を
対
象
と
し
た
学
習
支
援
の
事
例

【
東
京
都
内
の
あ
る
中
学
校
の
取
組
】

※
学
校
支
援
地
域
本
部
を
活
用

学
習
支
援
が
必
要
な
中
学
生
・
高
校
生
等
を
対
象
と
し
た
学
習
支
援

～
地
域
住
民
の
協
力
を
得
た
地
域
未
来
塾
の
充
実
～

地
域
未
来
塾
に
つ
い
て ＊
学
習
支
援
が
必
要
な
中
学
生
・
高
校
生
等
に
対
し
て
学
習
習
慣
の
確
立
と
基
礎
学
力
の
定
着

＊
高
等
学
校
等
進
学
率
の
改
善
や
学
力
向
上

学
習
機
会
の
提
供
に
よ
っ
て
、
貧
困
の
負
の
連
鎖
を
断
ち
切
る

平
成

31
年
度
末
ま
で
の
目
標
数

H2
7年
度

２
，
０
０
０

中
学
校
区

H3
1年
度

５
，
０
０
０

中
学
校
区

（
50
％
）

H2
8年
度

３
，
５
０
０

中
学
校
区

ＩＣ
Ｔ
の
活
用
等
に
よ
り
、
学
習
支
援
を
一
層
促
進
し
、
可
能
な
限
り
早
期
に
目
標
達
成

新
た
に
高
校
生
を

支
援

高
校
生
支
援

全
国
展
開
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放
課
後
子
供
教
室

（
文
部
科
学
省
）

地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

大
学
生
・
企
業

O
B、
地
域
の
高
齢
者
、
民
間
教
育
事
業
者
、

文
化
・
芸
術
団
体
等
の
様
々
な
人
材

教
育
活
動
推
進
員

教
育
活
動
サ
ポ
ー
タ
ー

（
学
習
支
援
や
多
様
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
、
安
全
管
理
）

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

（
厚
生
労
働
省
）

女
性
の
活
躍
推
進
の
た
め
に
は
、
共
働
き
家
庭
等
の
「
小
１
の
壁
」
を
打
破
す
る
と
と
も
に
、
次
代
を
担
う
人
材
を

育
成
す
る
た
め
、
全
て
の
就
学
児
童
が
放
課
後
を
安
心
・
安
全
に
過
ご
し
、
多
様
な
体
験
・
活
動
が
で
き
る
よ
う
、

厚
生
労
働
省
と
連
携
し
て
総
合
的
な
放
課
後
対
策
に
取
り
組
む
こ
と
が
必
要

『
放
課
後
子
ど
も
総
合
プ
ラ
ン
』

と
し
て
、
実
施
（
H
2
6
.7
月
策
定
）

・
余
裕
教
室
等
の
利
用
促
進

・
学
校
敷
地
内
の
専
用
施
設
を
利
用

・
体
育
館
な
ど
の
一
時
利
用
の
促
進

多
様
な

プ
ロ
グ
ラ

ム
の
提
供

国
1
/
3

都
道
府
県
1
/
3

市
町
村
1
/
3

【
補
助
率
】

取
組
の
企
画
、
担
い
手
確
保
、
全
体
調
整

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
登
録
し
て
い
る
児
童
の
参
加
を
促
進

双
方
で
情
報
共
有

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
指
導
員

【
共
通
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
】

○
室
内
で
の
活
動

・
学
習
支
援
（
宿
題
の
指
導
、
予
習
・復
習
、
補
充
学
習
等
）

・
多
様
な
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
実
験
・工
作
教
室
、
英
会
話
、
文
化
・芸
術
教
室
等
）

○
校
庭
・
体
育
館
で
の
活
動

ス
ポ
ー
ツ
活
動
（
野
球
、
サ
ッ
カ
ー
、
一
輪
車
）な
ど

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に

参
加
し
て
い
る
子
供
が

放
課
後
子
供
教
室
の
共
通

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加

連
携

協
力

小
学
校
な
ど

参
画

①
全
て
の
子
供
た
ち
を
対
象
と
し
た
学
習
支
援
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
充
実

②
一
体
型
ま
た
は
連
携
型
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
・
放
課
後
子
供
教
室

を
計
画
的
に
整
備
（一
体
型
の
取
組
を
推
進
）

平
成
２
７
年
度
施
策

平
成

31
年
度
末
ま
で
の
目
標
数

【
H

27
年
度
】

14
,0

00
か
所

【
H

31
年
度
】

20
,0

00
か
所

約
半
数
は
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
と
一
体
型

【
H

28
年
度
】

15
,5

00
か
所

＜
学
校
区
毎
の
協
議
会
な
ど
で
取
組
を
促
進
＞

放
課
後
子
供
教
室

平
成

28
年
度
要
求
・
要
望
額
：
7,

02
7百
万
円
の
内
数

（
前
年
度
予
算
額

5,
07

9百
万
円
の
内
数
）

学
校
・
家
庭
・
地
域
の
連
携
協
力
推
進
事
業
の
一
部
で
実
施

～
放
課
後
子
ど
も
総
合
プ
ラ
ン
の
推
進
～
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フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
養
成
･研
修
に
関
す
る
実
証
研
究

（
新

規
）

28
年
度
要
求
・
要
望
額

69
百
万
円

（
「
学
校
を
核
と
し
た
地
域
力
強
化
プ
ラ
ン
」
の
一
部
と
し
て
実
施
）

地
方
創
生
を
進
め
て
い
く
た
め
に
は
、
地
域
住
民
が
主
体
と
な
っ
て
、
地
域
の
課
題
や
魅
力
に
自
ら
気
づ
き
、
当
事
者
意
識

を
持
っ
て
主
体
的
な
行
動
に
結
び
つ
け
て
い
く
た
め
の
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
の
存
在
が
重
要
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
学
び
や
対
話
を
通
じ
た
地
域
課
題
の
認
識
・
理
解
・共
有
と
、
地
域
住
民
や
関
係
者
間
で
の
合
意
形
成
を
フ
ァ

シ
リ
テ
ー
ト
す
る
、
い
わ
ば
「
学
び
」
と
「
活
動
」の
仕
掛
け
人
と
な
る
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
を
養
成
す
る
た
め
の
研
修
を
試
行
的
に

実
施
し
、
そ
の
効
果
を
測
定
す
る
な
ど
評
価
検
証
を
行
う
。

事
業
の
趣
旨

地
域
住
民
の
課
題
解
決
に
向
け
た
主
体
的
な
行
動
に
結
び
つ
け
て
い
く
た
め
の
「地
域
課
題
に
対
す
る
基
本
的
理
解
」、
「当
事

者
意
識
の
醸
成
」
と
い
っ
た
「
地
域
力
強
化
」の
基
礎
と
な
る
部
分
を
担
う
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
人
材
を
養
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、
「小

さ
な
拠
点
」
形
成
を
推
進
す
る
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
の
量
的
拡
充
及
び
資
質
向
上
に
資
す
る
。

文
部
科
学
省

委
託
（

25
箇
所
）

調
査
研
究
推
進
委
員
会
の
設
置

・
研
修
、
実
習
の
企
画
、
運
営

・
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
評
価
・
検
証

・
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
の
効
果
検
証

①
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
研
修
（
１
箇
所
あ
た
り
３
地
域
程
度
で
開
催
）

②
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
実
習
（
地
域
住
民
向
け
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、

研
修
参
加
者
が
地
域
住
民
を
地
域
課
題
解
決
に
向
け
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
ト
）

Ⅲ
．
地
方
創
生
の
深
化
に
向
け
た
政
策
の
推
進

４
．
時
代
に
合
っ
た
地
域
を
つ
く
り
、
安
心
な
く
ら
し
を
守
る
と
と

も
に
、
地
域
と
地
域
を
連
携
す
る

（
２
）
「
小
さ
な
拠
点
」
の
形
成
（
集
落
生
活
圏
の
維
持
）

①
地
域
住
民
に
よ
る
集
落
生
活
圏
の
将
来
像
の
合
意
形
成

【
具
体
的
取
組
】

◎
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
じ
た
地
域
住
民
に
よ
る
将
来
ビ
ジ
ョ
ン

（
「
地
域
デ
ザ
イ
ン
」
）
の
策
定
）

・
市
町
村
の
サ
ポ
ー
ト
や
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
な
ど
外
部
専
門

人
材
や
地
域
人
材
、
公
民
館
等
を
活
用
し
、
地
域
住
民
が
主

体
と
な
っ
て
、
今
後
の
地
域
の
在
り
方
に
つ
い
て
学
び
考
え
て

い
く
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
実
施
を
推
進
す
る
。
そ
の
際
、
地
域
の

現
状
や
展
望
を
整
理
す
る
「
地
域
点
検
カ
ル
テ
」
の
作
成
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、
「
地
域
デ
ザ
イ
ン
」
の
策
定
・実
行
ま
で
長

期
間
を
要
し
得
る
こ
と
を
踏
ま
え
て
支
援
す
る
。

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
基
本
方
針

20
15

事
業
の
流
れ

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー

の
人
材
養
成

大
学
等

・
地
域
課
題
の
理
解
、
ノ
ウ
ハ
ウ
獲
得
、
ア
イ
デ
ィ
ア
創

出
等
の
た
め
の
学
び
の
支
援

・
地
域
課
題
の
共
有
や
合
意
形
成
の
た
め
の
対
話
の
支
援

Ｎ
Ｐ
Ｏ
等

都
道
府
県
等

企
画
・

実
施

評
価
・

検
証

（
平
成

27
年

6月
30
日
閣
議
決
定
）
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地
域
人
材
の
活
用
や
学
校
・
福
祉
と
の
連
携
に
よ
る
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
型
家
庭
教
育
支
援
事
業

平
成
２
８
年
度
要
求
・
要
望
額

１
０
１
百
万
円

【
新
規
】

ひ
と
り
親
家
庭
や
経
済
的
問
題
に
よ
り
家
庭
生
活
に
余
裕
が
な
く
な
っ
て
い
る
家
庭
が
増
加
し
て
い
る
。
ま
た
、
地
域
の
つ
な
が
り
の
希
薄
化
な
ど
に
よ
っ
て
、
子

育
て
家
庭
は
、
子
育
て
に
つ
い
て
悩
み
や
不
安
を
抱
え
て
孤
立
し
が
ち
な
状
況
に
あ
る
。
こ
う
し
た
中
、
経
済
的
困
難
、
児
童
虐
待
、
不
登
校
等
の
様
々
な
問
題
を

抱
え
込
み
、
主
体
的
な
家
庭
教
育
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
家
庭
も
あ
る
。

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
型
支
援
を
行
う
地
域
人
材
の
発
掘
、
養
成
、
活
動
の
場
の
提
供
を
一
気
通
貫
で
行
い
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
や
地
域
の
人
材
、
保

健
・
福
祉
部
局
等
と
協
働
し
た
、
家
庭
教
育
支
援
チ
ー
ム
等
に
よ
る
訪
問
型
支
援
等
の
幅
広
い
支
援
を
行
う
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
型
の
家
庭
教
育
支
援
体
制
を
構
築
し
、

家
庭
や
子
供
を
地
域
で
支
え
る
取
組
を
推
進
す
る
。

背
景

事
業
の
目
的

事
業
の
概
要

都
道
府
県
（
７
ブ
ロ
ッ
ク
）

市
町
村
（
6箇
所
）

文
部
科
学
省

委
託

○
事
業
全
体
に
係
る
総
合
調
整
、
評
価
・助
言

・
協
議
会
を
設
置
し
都
道
府
県
レ
ベ
ル
で
の
関
係

機
関
等
と
の
連
携
・
協
力
の
推
進

・
各
地
域
に
お
け
る
取
組
に
対
す
る
評
価
・
助
言

○
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
型
家
庭
教
育
支
援
員
の
養
成

・
各
地
域
に
お
け
る
取
組
の
中
核
と
な
る
人
材
を

対
象
に
、
必
要
な
知
識
・
ノ
ウ
ハ
ウ
等
を
身
に
つ

け
さ
せ
る
養
成
講
座
を
実
施

児
童
館

保
健
・
福
祉
行
政

公
民
館

学
校

家
庭

保
健
所

保
健
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ

児
童
相
談
所

教
育
委
員
会

子
育
て
支
援
団
体

○
事
業
の
選
定
・
評
価
○
実
施
に
対
す
る
助
言

○
取
組
の
全
国
展
開
に
向
け
た
検
討

再 委 託 ・ 人 材 養 成

①
訪
問
に
よ
る
相
談
対
応

や
情
報
提
供

②
学
習
・
居
場
所

へ
の
参
加
促
進

臨
床
心
理
士

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

民
生
・
児
童
委
員

教
員
Ｏ
Ｂ

社
会
福
祉
士

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
型

家
庭
教
育
支
援
チ
ー
ム

Ｓ
Ｓ
Ｗ

③
関
係
機
関
と
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成

④
活
動
拠
点

の
構
築

「
学
校
を
核
と
し
た
地
域
力
強
化
プ
ラ
ン
」の
一
部
と
し
て
実
施
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地
域
の
豊
か
な
社
会
資
源
を
活
用
し
た
土
曜
日
の
教
育
支
援
体
制
等
構
築
事
業

◆
地
域
の
多
様
な
経
験
や
技
能
を
持
つ
人
材
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
、
土
曜
日
な
ら
で
は
の
生
き
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
現
！

～
実
践
例
～

★
算
数
・
数
学

エ
ン
ジ
ニ
ア
に
よ
る

使
え
る
算
数
・
数
学
講
座

★
理
科
：

研
究
者
に
よ
る
科
学
実
験
教
室

★
外
国
語
：

在
外
経
験
者
に
よ
る
英
会
話

★
総
合
学
習

企
業
等
と
の
協
働
に
よ
る

キ
ャ
リ
ア
教
育
・
商
品
開
発
等

★
文
化
・
芸
術

文
化
・
芸
術
活
動
団
体
に
よ
る
茶
道
の
作
法
な
ど
伝
統
文

化
の
良
さ
を
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
の
講
座

◆
土
曜
日
の
教
育
支
援
体
制
の
仕
組
み
◆

企
業
人

企
業
人

農
林
漁

業
者

農
林
漁

業
者

大
学
・

研
究
者

大
学
・

研
究
者

外
国
人

外
国
人

在
外

経
験
者

在
外

経
験
者

地
域

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

教
職
員

土
曜
教
育

推
進
員

教 育 支 援 活 動 の 実 施

す べ て の 子 供 た ち の 土 曜 日 の 教 育 支 援 体 制 等 の 構 築

・
運
営
委
員
会
を
設
置

（
学
校
・
経
済
団
体
・
商
工
会
・
P
T
A
・
社
会
教
育
団
体
等
で
構
成
）

・
土
曜
日
の
教
育
活
動
全
体
の
方
針
を
検
討

依
頼

要
望

企
画
・
参
画

・
体
系
的
・
継
続
的
な
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
企
画

・
内
容
に
応
じ
た
多
様
な
支
援
人
材
の

発
掘
・
依
頼

・
具
体
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
検
討

等

連
携

社
会
を
生
き
抜
く
力
を
培
う

土
曜
日
な
ら
で
は
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
践

※
教
育
課
程
に
位
置
づ
け
る
こ
と
も
可

＜
教
員
と
の
T
T
に
よ
る
数
学
＞

＜
市
民
講
師
に
よ
る
英
会
話
＞

※
公
民
館
等
で
教
え
方
を
学
習

市
町
村

＜
各
学
校
区
＞

ス
ポ
ー
ツ

選
手

全
て
の
子
供
た
ち
の
土
曜
日
の
教
育
活
動
を
充
実
す
る
た
め
、
地
域
の
多
様
な
経
験
や
技
能
を
持
つ
人

材
・
企
業
等
の
協
力
を
得
て
、
土
曜
日
に
体
系
的
・
継
続
的
な
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
企
画
・
実
施
す
る
学
校
・
市

町
村
等
の
取
組
を
支
援
す
る
こ
と
に
よ
り
、
教
育
支
援
に
取
り
組
む
体
制
を
構
築
し
、
地
域
の
活
性
化
を
図
る

（
12

,0
00
か
所

→
 1

5,
00

0か
所
）

(小
学
校
・
中
学
校
・
高
校
な
ど

)

国
1
/
3

都
道
府
県
1
/
3

市
町
村
1
/
3

【
補
助
率
】

平
成

28
年
度
要
求
・
要
望
額

1,
56

0百
万
円

(前
年
度
予
算
額

1,
26

1百
万
円

)

- 9 -



２．博物館ネットワークによる未来への
レガシー継承・発信事業

（新 規）

２８年度要求額 ６２百万円

１．要求の要旨
博物館は、主な設置者である地方公共団体の厳しい財政状況に伴って人的・財政的に

縮小傾向にあり、経営環境の厳しさが増している。その結果、中長期的な企画展示等を
検討することが難しく、社会教育施設としての博物館の本来の目的である資料の展示を
通じた教育研究の普及等が達成しづらくなっている現状がある。このような厳しい状況
の中、地方の個々の博物館の取組によって状況を打開していくことは極めて困難であり、
状況の打開に向けては、国立の博物館等も含め、近隣の博物館あるいは海外を含む地域
を越えた博物館が様々な形で連携協力し、新しい取組を生み出していくことが求められ
る。また、そのような取組が広がることで、今後の全国的な博物館の振興が図られるこ
ととなる。
そのような厳しい状況がある一方、平成27年６月にICOM（国際博物館会議）（※１）が、

2020年東京オリンピック・パラリンピック競技大会開催の前年に当たる2019（平成31）
年秋に、京都市において「第25回国際博物館会議大会」（※２）の開催を決定するという、
日本の博物館の将来に向け、好ましい状況も生まれている。
また、平成27年４月に文部科学省が公表した「オリンピック・パラリンピックレガシ

ー創出に向けた文部科学省の考えと取組」においては、2020年東京オリンピック・パラ
リンピック競技大会に向け、我が国の科学研究の蓄積や科学技術の発展・成果を広く国
内外に発信するとともに次世代にレガシー（遺産）として受け継がれることを目指して
いる。
以上のことから、国際博物館会議大会、オリンピック・パラリンピックの開催により

世界の注目が日本に集まっているこの好機を捉え、博物館の国内外のネットワークを活
用・強化し、単独の館では成し得ない新たな展示等の取組を広め、我が国の誇る貴重な
未来へのレガシーを継承・発信していくことを通じ、博物館の振興を図るための取組を
実施する。
※１ ICOM（国際博物館会議）

国際的な博物館の専門家組織であり、３年に１度、加盟国において世界大会を開催している。

※２ 国際博物館会議大会

ICOMと開催国の実行委員会の共催で、毎年、世界各地で開催されている分野別の国際委員会が、加盟国の開催都市

に一堂に会して行われる。約１週間に渡って、全体総会、大会テーマに則した基調講演、シンポジウム、各分科会、

国内の博物館施設の視察が行われるものであり、世界各国から約3,000人の博物館専門家の参加者が見込まれる。

２．要求の内容
【未来へのレガシー継承・発信事業】
自然史及び科学系の分野で先導的な立場にある国立の博物館等が有する資料や展示の

ノウハウ等を生かし、当該国立博物館等と複数の地方館がそれぞれの館の現状に合わせ
て連携協力しながら、国内外の好取組の収集及び調査研究、調査研究結果を基にした連
携企画展を実施するとともに、委託先ごとにその成果の普及を図る。
また、連携企画展の検討に際しては、これまで十分な調査が行われていなかった海外

の博物館における事例に当たることが重要であり、博物館関係の国際会議へ積極的に参
加するなどして、調査研究に必要な事例、データ等を収集することとする。
なお、連携企画展については、企画内容・規模によっては翌年度に実施することも可

能とする。
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博
物
館
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
未
来
へ
の
レ
ガ
シ
ー
継
承
・
発
信
事
業

（
新

規
）

28
年
度
要
求
額

62
百
万
円

（
委
託
）
５
箇
所
×
1
1
,7
47
千
円

（
委
託
先
）
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
の
中
心
と
な
る
地
方
館
（
公
立
・
私
立
）
や
国
立
博
物
館
等
、
若
し
く
は
そ
れ
ら
の
館
に
よ
り
構
成
さ
れ
た
実
行

委
員
会
等

（
経
費
）
好
事
例
の
収
集
に
か
か
る
旅
費
、
展
示
品
の
運
搬
費
、
展
示
造
作
費
な
ど

個
々
の
館
の
み
で
は
こ
れ
ま
で
成
し
得
な
か
っ
た
新
た
な
展
示
等
の
取
組
の
普
及

我
が
国
の
誇
る
貴
重
な
未
来
へ
の
レ
ガ
シ
ー
の
継
承
・発
信

国
立
の
博
物
館
等
と
地
方
館
に
よ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
組
織
（
実
行
委
員
会
等
）
（
５
箇
所
）

国
立
の

博
物
館
等

・
国
内
外
の
博
物
館
に
関
す
る
情
報
や
好
事
例
の

収
集

・
連
携
し
て
展
示
を
検
討
・
企
画
す
る
調
査
研
究
を

実
施

・
地
方
館
の
間
で
連
携
企
画
展
を
実
施

国

受 託 団 体 ご と の フ ォ ー ラ ム 等 に よ る

成 果 の 普 及

国
立
博
物
館
の
展
示

（
国
立
科
学
博
物
館
）

・
取
組
に
対
す
る

ア
ド
バ
イ
ス

・
全
国
規
模
で
の

取
組
の
普
及
・

啓
発

（
事
業
内
容
）

先
導
的
な
立
場
に
あ
る
国
立
の
博
物
館
等
と
複
数
の
地
方
館
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
館
の
現
状
に
合
わ
せ
て
連
携
協
力
し
な
が
ら
、
国
内
外
の
好
取
組
の
収

集
、
調
査
研
究
及
び
調
査
研
究
結
果
を
基
に
し
た
連
携
企
画
展
を
実
施
す
る
。

地
方
館
D

地
方
館
B

地
方
館
C

地
方
館
A

・
資
料
や
展
示
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
提
供

・
所
有
し
て
い
る

資
料
や
展
示
の

ノ
ウ
ハ
ウ
等
を

活
用

地
方
博
物
館
の
展
示

（
神
奈
川
県
立
生
命

の
星
・
地
球
博
物
館
）

博
物
館
の
振
興
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３．地域と教育機関の連携による
女性の学びを支援する保育環境の在り方の検討

（ 新 規 ）
28年度要求額 ２４百万円

１．要求の要旨
学びを通じた女性の活躍を促進するためには、女性が出産や育児等と学びを両立でき

る環境の整備が必要不可欠である。しかしながら、大学等における保育所の整備は十分
に進んでおらず、学生の受入れや学業・研究の時間に応じた一時保育等の多様なニーズ
に応えられていない現状がある。
平成27年６月に閣議決定された「『日本再興戦略』改訂版2015」においても、「女性活

躍加速のための重点方針2015」に基づき、女性活躍のための環境整備等を推進すること
とされており、当該重点方針では、大学等の教育・研究機関における学内保育所の設置
など、大学教員や大学生等向けの保育サービスの設置を促進することとされている。
一方、地方自治体においては待機児童の解消が課題となっている地域もあり、保育所

の設置場所の確保について困難を抱えている。
大学等における保育環境整備の課題については、そうした自治体等と情報を共有する

ことが必要であるが、保育環境についての双方の連携は十分であるとは言い難い状況で
ある。
このため、大学等の教育・研究機関において、女性が子育てと学業・研究を安心して

行うことができるよう、大学等と地域の双方にとって有用な保育施設や保育サービスの
提供について関係主体と連携して検討するとともに、調査研究や実証的検証を通じて、
先進事例の課題やグッド・プラクティスを把握し、地域と連携した大学等の教育機関に
おける保育環境整備の仕組みづくりのモデルを構築・普及することにより、女性の学び
を支援する保育環境の充実を図る。

２．要求の内容
（１）大学等の教育機関における保育環境の在り方についての検討委員会の設置

女性の学びを支援するため、文部科学省に有識者や関係部局による検討委員会を設置
し、大学等で保育サービスを実施している先進事例の課題や、地域と連携した保育のグ
ッド・プラクティス等について議論し、大学等の教育・研究機関における保育環境の在
り方について検討し、調査研究、実証的検証を踏まえて構築したモデルを普及する。

（２）大学等における保育についての先進事例の課題収集・把握
大学等の教育・研究機関における常時保育、一時保育について調査を行い、先進事例

における課題やグッド・プラクティスを収集・把握する。
また、調査結果を踏まえ、課題解決のための手段やグッド・プラクティスについて共

有し、全国の大学等における保育環境の整備の促進を図る。

（３）大学等における保育の仕組みづくりのモデル構築
大学等における地域と連携した保育所の設置や、新たな保育サービスの実施に向けて、

どのような課題があるのかを実証的に検証し、大学等における保育環境の整備を推進す
るためのモデルを構築する。
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国
公
立
大
学

に
お
け
る
保
育

施
設
の
設
置

状
況

①
地
方
自
治
体
や
地
域
の
N
P
O
等
と
連
携
し
た
保
育
環
境
の
在
り
方
検
証

大
学
等
に
お
け
る
実
証
的
検
証

大
学
等
の
教
育
機
関
に
お
け
る
保
育
環
境
の
在
り
方
に
つ
い
て
の
検
討
委
員
会

・
大
学
等
に
お
け
る
保
育
施
設
の
設
置
は
ま
だ
不
十
分
。
学
業
・
研
究
の
時
間
に
応
じ
た
一
時
保
育
等
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
て
い
な
い
。

・
女
性
が
子
育
て
等
を
し
な
が
ら
学
び
続
け
て
い
け
る
環
境
が
整
っ
て
い
な
い
。

大
学
等
の
教
育
機
関
と
地
域
の
双
方
に
と
っ
て
有
用
な
保
育
施
設
や
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
向
け
た
検
討
・
実
施
が
全
国
で
進
み
、

女
性
の
学
び
を
支
援
す
る
保
育
環
境
が
整
備
さ
れ
る

地
域
と
教
育
機
関
の
連
携
に
よ
る
女
性
の
学
び
を
支
援
す
る
保
育
環
境
の
在
り
方
の
検
討

②
学
生
、
非
常
勤
講
師
等
が
利
用
し
や
す
い
一
時
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
在
り
方
検
証

大
学
等
の
教
育
・研
究
機
関
の
常
時

保
育
・一
時
保
育
の
先
進
事
例
の

課
題
・グ
ッ
ド
・プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
を
把
握

地
域
と
連
携
し
た
大
学
等
の
教
育
機
関
に
お
け
る
保
育
環
境
整
備
の
仕
組
み
づ
く
り
の
モ
デ
ル
を
普
及

◆
「
『
日
本
再
興
戦
略
』
改
訂
版
2
0
1
5－
未
来
へ
の
投
資
・
生
産
性
革
命
」
（平
成
2
7年
6
月
30
日
閣
議
決
定
）

「
女
性
活
躍
加
速
の
た
め
の
重
点
方
針
2
0
15
」
※
に
基
づ
き
、
女
性
の
参
画
の
拡
大
に
向
け
た
取
組
や
、

社
会
の
課
題
解
決
を
主
導
す
る
女
性
の
育
成
、
女
性
活
躍
の
た
め
の
環
境
整
備
等
を
推
進
す
る
。

※
（
４
）
教
育
分
野
②
男
女
問
わ
ず
、
教
員
や
大
学
生
等
が
安
心
し
て
研
究
と
子
育
て
を
両
立
で
き
る
よ

う
に
す
る
た
め
、
大
学
等
の
教
育
・
研
究
機
関
に
お
け
る
学
内
保
育
所
の
設
置
な
ど
、
大
学
教
員
や
大

学
生
等
向
け
の
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
整
備
を
促
進
す
る
。

実
証
的
検
証
に
よ
る
効
果

・
試
験
的
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
実
施
に
よ
る
課
題
の
発
見
・
解
決
方
法
の
検
討

・
関
係
主
体
の
連
携
を
促
し
、
保
育
環
境
整
備
の
た
め
の
基
盤
を
形
成２
８
年
度
概
算
要
求
額

24
百
万
円
（
新
規
）

保
育
施
設
を
設
置

し
て
い
る

う
ち
、
学
生
を
受
け

入
れ
て
い
る
施
設

を
有
す
る

保
育
施
設

設
置
割
合

国
立
大
学

（
86
大
学
）

50
大
学

40
大
学

58
.1
％

公
立
大
学

（
82
大
学
）

10
大
学

3大
学

12
.2
％

大
学
独
自
で
保
育
所
を
設
置
す
る
こ
と
は
財
政
的
に
負
担

地
方
自
治
体
に
お
け
る
待
機
児
童
の
問
題

大
学
等
と
地
域
の
双
方
に
と
っ
て
有
用
な
保
育
環
境
整
備
の
モ
デ
ル
構
築
・
普
及
が
必
要
！

現
状
・
課
題

（
平
成
2
6
年
2
月
）

有
識
者

関
係
府
省

省
内
関
係
部
局

大
学
教
職
員

子
育
て
N
P
O

地
方
自
治
体

連
携
・
情
報
共
有
の
不
足

先
進
事
例
に
つ
い
て
の
調
査
研
究

調
査
研
究
・

実
証
的
検
証
の
分
析
・
モ
デ
ル
構
築
・
普
及
方
法
の
検
討
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４．仮設住宅の再編等に係る子供の学習支援
によるコミュニティ復興支援事業

※H23～H27実施の「学びを通じた被災地の地域コミュニティ再生支援事業」から名称変更

（前年度予算額 １，１２６百万円）
28年度要求額 ７９５百万円

１．要求の要旨
被災地において、緊急かつ特別に「学びを通じた被災地の地域コミュニティ再生支援

事業」を実施し、多様な課題に対応してきた。十分な成果を上げた地域もある中、仮設
住宅等における生活を強いられている地域などでは、学習環境が好転していないところ
があり、また、これまでの取組について、目標設定・効果測定や事業内容の検証が必ず
しも明確になっていないとの指摘もある。
このため、震災の影響で学習環境が好転していない地域の子供を中心に、地域住民に

よる学習支援等を実施することにより、被災地における子供の学習環境の好転や仮設住
宅内、また、仮設住宅とその周辺地域とを結ぶコミュニティの復興促進を図る。
また、評価・検証委員会を国や仮設住宅のある地方公共団体に設置し、被災地におけ

る課題解決に向けての、明確な目標設定や効果測定、事業の評価・検証を実施する。

２．要求の内容
（１）事業内容の企画・評価

文部科学省において被災地の状況や要望をより詳細に把握し、それを踏まえた目
標設定や効果測定の在り方等について検討するため、現地調査を含む現状分析、仮
設住宅がある地方公共団体が設置する評価・検証委員会の活動内容の確認を行いな
がら、きめ細かな支援を行う。

（２）仮設住宅の再編等に係る子供の学習支援によるコミュニティ復興支援
①評価・検証委員会の設置

仮設住宅がある地方公共団体に、「評価・検証委員会」を設置する。
学識経験者・事業関係者・地域住民等による委員会を設置し、各事業の実施に伴い、
被災地における課題解決に向けての、明確な目標設定や効果測定、事業の評価・検
証を実施する。

②学習支援コーディネーターによる学習支援体制の整備
学習支援コーディネーターは、仮設住宅、学校、公民館、図書館、集会所などを

拠点に、被災地の課題に応える学習支援等を企画する。
また、地域住民による学習指導者や学習サポーター、ボランティアスタッフと学

校・地域の連携・協力を図ることによって、子供たちの学習環境の好転を図る。

③仮設住宅の地域住民や児童生徒の学びの場づくり
地域住民が学習指導者や学習サポーター、ボランティアスタッフとして参画し、

仮設住宅等の学習環境が好転していない地域で生活している児童生徒に対して、放
課後や週末等に学習支援等を行うことで、子供たちの学習環境の好転や仮設住宅内、
また、仮設住宅とその周辺地域とを結ぶコミュニティの復興促進を図る。
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検
証

仮
設
住
宅
の
再
編
等
に
係
る
子
供
の
学
習
支
援
に
よ
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
復
興
支
援
事
業

学
習
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

（
PT

A関
係
者
、
自
治
会
関
係
者
、

教
員

O
B、

N
PO
等
）

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

放
課
後
や
週
末
等
の
児
童
・生
徒

の
学
習
支
援
等

【
支
援
対
象
と
な
る
学
習
活
動
の
例
】

・
宿
題
の
補
助
、
テ
ス
ト
対
策
等
を
含
む
教
科
指
導
等
の
実
施

・
地
域
の
特
色
を
取
り
入
れ
た
学
習
活
動
や
ス
ポ
ー
ツ
活
動
等
を

展
開
も
可
能

・
地
域
住
民
の
学
習
指
導
者
等
だ
け
で
は
な
く
、

N
P

O
団
体
や

大
学
等
と
連
携
し
な
が
ら
学
習
活
動
を
行
う
こ
と
も
可
能

震
災
の
影
響
で
学
習
環
境
が
好
転
し
て
い
な
い
地
域
の
子
供
を
中
心
に
、
地
域
住
民
に
よ
る
学
習
支
援
等
を
実
施

し
、
子
供
の
学
習
環
境
の
好
転
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
復
興
促
進
を
図
る
。

地
域
住
民
等

子
供
へ
の
学
習
支
援
活
動
は
、
そ
れ
を
支
援
す
る
地
域
の
大
人
の
学
び
の
場
に
も
な
り
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
全
体
が
活
性
化

【
東
日
本
大
震
災
復
興
特
別
会
計
】

（
前
年
度
予
算
額
１
，
１
２
６
百
万
円
）

平
成
２
８
年
度
要
求
額

７
９
５
百
万
円

※
H
２
３
～

H
２
７
は
「
学
び
を
通
じ
た
被
災
地
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
再
生
支
援
事
業
」

連
携

学
習
指
導
者
等

評
価
・
検
証
委
員
会

・
国
や
、
仮
設
住
宅
が
あ
る
地
方
公
共
団
体

に
設
置

【
内
容
】

・
被
災
地
に
お
け
る
課
題
解
決
に
向
け
て
の
、

明
確
な
目
標
設
定
や
効
果
測
定
、
事
業
の

評
価
・
検
証
を
実
施

・
学
習
支
援
等
の
指
導
や
補
助

・
学
習
指
導
者
、
学
習
サ
ポ
ー
タ
ー
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
等
と
し
て
参
画

・
学
習
支
援
等
に
関
わ
る
研
修
会
へ
の
参
画

・
被
災
地
の
課
題
に
応
え
る
学
習
支
援
等
を
企
画

・
学
校
・
地
域
と
の
連
絡
、
調
整

・
東
日
本
大
震
災
か
ら
４
年
が
経
過

・
こ
れ
ま
で
様
々
な
学
習
支
援
等
を
展
開
し
て
き
た
が
、
未
だ
仮
設
住
宅
等
に
お
け
る
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
る
地
域
等
の
中
に
は
、

学
習
環
境
が
好
転
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る

・
目
標
設
定
・
効
果
測
定
や
事
業
内
容
の
検
証
が
不
明
確
と
の
指
摘

現
状
と

課
題

連
携
・
協
力

（
学
習
支
援
の
場
）

仮
設
住
宅

学
校

公
民
館
、
図
書
館
等

社
会
教
育
施
設

集
会
所

検
証

子
供
た
ち
の
学
習
環
境
が
好
転
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５．成長分野等における中核的専門人材養成等の

戦略的推進
（前年度予算額 １，５６７百万円）

２８年度要求額 １，５３４百万円

１．要求の要旨

産業や社会構造の変化、グローバル化等が進む中で、経済社会の一層の発展を期すため

には、経済再生の先導役となる産業分野の雇用拡大や人材移動を円滑に進めるとともに、

個人の可能性を最大限発揮し、日本再生・地域再生を担う中核的役割を果たす専門人材の

養成が必要不可欠である。

また、平成２５年６月閣議決定の「日本再興戦略」、「経済財政運営と改革の基本方針

～脱デフレ・経済再生～」、「第２期教育振興基本計画」においては、専門学校等が産業

界と協働して、中核的な人材の育成等を行うオーダーメード型の職業教育プログラムを新

たに開発・実施するなど、社会人等の学び直しの支援を行うこととされている。さらに、

『「日本再興戦略」改訂２０１５』（平成２７年６月３０日閣議決定）や、「まち・ひと

・しごと創生総合戦略」（平成２６年１２月２７日閣議決定）においても、専門学校等に

おける職業人材の育成推進等が示されているところである。

これらを踏まえ、専修学校、大学、大学院、短期大学、高等専門学校、高等学校等の教

育機関、企業・業界団体、その他関係機関が協働し、地域や産業界の人材ニーズに対応し

た、社会人が学びやすい教育プログラムの開発・実証を行うとともに、高等専修学校等に

おける特色ある教育を推進するための教育カリキュラムの開発等を実施する。

２．要求の内容

（１）企画推進委員会等の設置

教育関係者、産業界関係者、学識経験者等による企画推進委員会を文部科学省に設

置し、委託先を選定するに当たって公募先から提出のあった計画書の審査、各委託先

における取組状況の把握及び評価等を行う。

（２）社会人等の学び直し教育プログラムの展開

地域や業界団体・企業等の人材ニーズが高い分野において、社会人等を対象として

就労、キャリアアップ、キャリア転換に必要な実践的な知識・技術・技能を修得する

ため、様々な教育リソースを有する各地域の専修学校等において、地元企業や業界団

体等のニーズを踏まえた「オーダーメード型教育プログラム」の開発・実証等を行う。

（３）特色ある教育推進のための教育カリキュラム等の開発・実証

高等専修学校等において、後期中等教育段階から高等教育や就業への継続性のある

教育カリキュラムや、特別に配慮が必要な生徒等の特性を踏まえた支援体制・教育手

法（教育カリキュラムや就業支援等）の開発・実証を行う。
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【
「
日

本
再

興
戦

略
」

-J
AP

AN
 i
s
 B

AC
K-
（

平
成

25
年

6月
1
4日

閣
議

決
定

）
】

一
．

日
本

産
業

再
興

プ
ラ

ン
～

ヒ
ト

、
モ

ノ
、

カ
ネ

を
活

性
化

す
る

～

２
．

雇
用

制
度

改
革

・
人

材
力

の
強

化

⑤
若

者
・

高
齢

者
等

の
活

躍
促

進
○

若
者

の
活

躍
促

進

・
大
学

、
大

学
院

、
専

門
学

校
等

が
産

業
界

と
協

働
し

て
、

高
度

な
人

材
や

中
核

的
な

人
材

の
育

成
等

を
行

う
オ

ー
ダ
ー

メ
ー

ド
型

の
職

業
教

育
プ

ロ
グ
ラ

ム
を

新
た

に
開

発
・

実
施

す
る
と

と
も

に
、

プ
ロ

グ
ラ

ム
履

修
者

へ
の

支
援

を
行

う
な

ど
、
社

会
人

の
学

び
直

し
を

推
進
す

る
。

専
修
学
校
、
大
学
、
大
学
院
、
短
期
大
学
、
高
等
専
門
学
校
、
高
等
学
校
等
の
教
育
機
関
、
企
業
・業
界
団
体
、
そ
の
他
関
係
機
関
が
協
働
し
、
地

域
や
産
業
界
の
人
材
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
、
社
会
人
等
が
学
び
や
す
い
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
・実
証
を
行
う
と
と
も
に
、
高
等
専
修
学
校
等
に
お
け
る

特
色
あ
る
教
育
を
推
進
す
る
た
め
の
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
開
発
等
を
実
施
す
る
。
こ
れ
ら
の
取
組
を
通
じ
て
、
成
長
分
野
等
に
お
け
る
中
核
的
専
門
人

材
や
高
度
人
材
の
養
成
を
図
る
。

（
背
景
）

（
事
業
の
趣
旨
）

【
「

日
本

再
興

戦
略

」
改
訂

20
14

-未
来
へ
の
挑
戦

-（
平
成

2
6年

6
月

2
4日

閣
議
決
定
）

】

一
．

日
本

産
業

再
興

プ
ラ
ン

１
．

緊
急

構
造

改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
産
業
の
新
陳
代
謝
の
促
進
）

ⅲ
）

サ
ー

ビ
ス

産
業
の
生
産
性
向
上

・
サ

ー
ビ

ス
産
業
の
革
新
的
な
経
営
人
材
の
育
成
を
目
指
し
た
大
学
院
・
大
学
に
お
け
る
、
サ
ー

ビ
ス

産
業

に
特
化
し
た
実
践
的
経
営
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
、

専
門
学
校
等
に
お
け
る
実
践
的
教
育
プ
ロ

グ
ラ

ム
を

開
発
・
普
及

（前
年
度
予
算
額
：
１
，
５
６
７
百
万
円
）

平
成
2
８
年
度
要
求
額
：
１
，
５
３
４
百
万
円

企
業
・
産
業
界
等
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た

養
成
す
べ
き
人
材
像
を
設
定
・
共
有
。

環
境
･エ
ネ
ル
ギ
ー

食
・農
林
水
産

医
療
・福
祉
・健
康

工
業

社
会
基
盤

ゲ
ー
ム
・Ｃ
Ｇ

観
光

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ

ＩＴ

航
空
産
業

グ
ロ
ー
バ
ル

経
営
基
盤

こ
れ
ま
で
の
取
組

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

全
国
的
な
標
準
モ
デ
ル
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
等
の
開
発
・実
証

地
域
や
業
界
団
体
・
企
業
等
の
人
材
ニ
ー
ズ
が
高
い
分
野
に
お
い
て
、
社
会
人
等
を
対
象
と
し
て
就
労
、
キ
ャ

リ
ア
ア
ッ
プ
、
キ
ャ
リ
ア
転
換
に
必
要
な
実
践
的
な
知
識
・
技
術
・
技
能
を
修
得
す
る
た
め
、
様
々
な
教
育
リ
ソ
ー

ス
を
有
す
る
各
地
域
の
専
修
学
校
等
に
お
い
て
、
地
元
企
業
や
業
界
団
体
等
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
「
オ
ー

ダ
ー
メ
ー
ド
型
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
開
発
・
実
証
等
を
行
う
。

地
域
や
業
界
団
体
・
企
業
等
の
人
材
ニ
ー
ズ
が
高
い
分
野
に
お
い
て
、
社
会
人
等
を
対
象
と
し
て
就
労
、
キ
ャ

リ
ア
ア
ッ
プ
、
キ
ャ
リ
ア
転
換
に
必
要
な
実
践
的
な
知
識
・
技
術
・
技
能
を
修
得
す
る
た
め
、
様
々
な
教
育
リ
ソ
ー

ス
を
有
す
る
各
地
域
の
専
修
学
校
等
に
お
い
て
、
地
元
企
業
や
業
界
団
体
等
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
「
オ
ー

ダ
ー
メ
ー
ド
型
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
開
発
・
実
証
等
を
行
う
。

地
域
版
学
び
直
し
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
・
実
証

高
等
専
修
学
校
等
に
お
い
て
、
後
期
中
等
教
育
段
階
か
ら
高
等
教
育
や
就
業
へ
の
継
続
性
の
あ
る
教
育
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
や
、
特
別
に
配
慮
が
必
要
な
生
徒
等
の
特
性
を
踏
ま
え
た
支
援
体
制
・
教
育
手
法
（
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
や
就
業
支
援
等
）
の
開
発
・
実
証
を
行
う
。

特
色
あ
る
教
育
推
進
の
た
め
の
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
等
の
開
発
・
実
証

専
修
学
校
等
の
中
核
的
専
門
人
材
・
高
度
人
材
の
養
成
、
社
会
人
等
の
学
び
直
し
を
全
国
的
に
推
進

高
等
専
修
学
校
等
の
特
色
あ
る
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
等
を
全
国
的
に
共
有

・
地
域
や
産
業
界
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
人
材
の
育
成

・
特
色
あ
る
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
開
発
・
実
証

教
育
リ
ソ
ー
ス
を
有
す
る
専
修
学
校
等
に
お
い
て

「
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
型
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
開
発
・
実
証

（
事
業
の
概
要
）
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６．専修学校版デュアル教育推進事業 
                                   （新 規） 

                         ２８年度要求額 ３０２百万円 

 

１．要求の要旨 

中央教育審議会答申「今後の学校におけるキャリア教育・職業教育の在り方について」

（平成２３年１月）においては、「職業教育の観点からの職業実践的な学習活動が、教

育機関だけでなく、地域や産業界の各種団体をはじめとする社会と連携・協力した人材

育成という観点から推進されることが重要である。」とされている。 

多様化する社会需要に応じた質の高い専門人材を養成するため、地域の中核的職業教

育機関である専修学校の果たすべき役割は大きいが、その際には、専修学校が地域企業

等と連携・協力しながら、専門的・実践的な教育を展開することが求められる。 

この点、専門学校では、平成２６年度より、「職業実践専門課程」についての文部科

学大臣認定制度が開始され、企業等との組織的な連携強化に関する取組が推進されてい

るが、企業等と専修学校との連携についての方法論は必ずしも体系的に確立・共有され

ているものでなく、また、各専修学校は手探りのうちに企業等との連携を進めており、

取組内容・水準は学校によりまちまちであるのが現状である。 

そこで、専修学校において、産業界のニーズを踏まえた専門人材育成機能を強化する

ため、これからの時代に求められるアクティブ・ラーニングの在り方を見据え、学習と

実践を組み合わせて行う効果的な教育手法（「専修学校版デュアル教育」）を開発し、

学校・産業界双方のガイドラインとして作成・共有化することにより、質保証・向上を

図りつつ、実効的・組織的な産学協同による教育体制を構築し、推進・拡大していくこ

とを目指すものである。 

 

２．要求の内容 

分野特性や地域性、課程の特徴を踏まえた産学連携による実践的な教育方法を開発す

るとともに、学校・産業界双方のガイドライン（産学連携教育標準モデル）を作成・共

有化することにより、専修学校における実効的・組織的な産学協同による教育体制の構

築を支援する。 

（１）分野特性等を踏まえた専修学校と産業界の連携強化に関する取組の推進 

分野特性や各地域の特性等に対応した産学連携による教育体制の在り方につい

て実証研究を進めるとともに、産学連携に関わる教職員等の資質能力向上策の検証

や地域における産学連携のマッチングの促進等により、持続可能な産学連携体制づ

くりを進める。 

 

（２）産学連携教育標準モデルの開発・実証 

各分野における産学連携の実践を踏まえた分野共通の標準モデルの作成に向け

て、各分野における取組実践及び産学連携についての実態把握を踏まえ、産学連携

取組の類型化や課題抽出・論点整理、改善の方向性についての検討等を行い、専修

学校における産学連携体制構築に向けた取組の推進を図る。 
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産
学
連
携
の
下
で
、
学
習
と
実
践
を
組
み
合
わ
せ
て
行
う
効
果
的
な
教
育
手
法
を
開
発
・
確
立
し
、

標
準
モ
デ
ル
と
し
て
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
（
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
策
定
）

専
修
学
校
版
デ
ュ
ア
ル
教
育
推
進
事
業

指
導
・
評
価
手
順

企
業
と
学
校
の
マ
ッ
チ
ン
グ

事
前
・
事
後
学
習
手
順

専 修 学 校

地 元 企 業 ・ 業 界 団 体

《
学
習
と
実
践
を
組
み
合
わ
せ
て
行
う
教
育
シ
ス
テ
ム
の
構
築
》

【
趣
旨
・
目
的
】

専
修
学
校
で
は
、
企
業
等
と
連
携
し
た
実
習
・
演
習
等
が
個
々
に
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
方
法
論
は
、
必
ず
し
も
体
系
的
に
確
立
・
共
有
さ
れ
て

い
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
こ
で
、
専
修
学
校
に
お
い
て
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
求
め
ら
れ
る
ｱ
ｸ
ﾃ
ｨ
ﾌ
ﾞ
･
ﾗ
ｰ
ﾆ
ﾝ
ｸ
ﾞ
の
在
り
方
を
見
据
え
、
学
習
と
実
践
を
組

み
合
わ
せ
て
行
う
効
果
的
な
教
育
手
法
を
開
発
し
、
学
校
・
産
業
界
双
方
の
ｶ
ﾞ
ｲ
ﾄ
ﾞ
ﾗ
ｲ
ﾝ
と
し
て
作
成
・
共
有
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
質
保
証
・
向
上
を
図

り
つ
つ
、
実
効
的
・
組
織
的
な
産
学
協
同
に
よ
る
教
育
体
制
を
構
築
し
、
そ
の
推
進
・
拡
大
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。

工 業
農 業

医 療
衛 生

教 育
社 会

福 祉
商 業

実 務
服 飾

家 政
文 化

教 養

コ
ー
オ
プ
教
育

学
校
内
実
習

共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

等

成
果
の
発
信
・
普
及

取
組
の
普
及
・
拡
大

地
域
中
核
専
門
人
材
の
育
成
／
学
生
・
生
徒
と
企
業
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
解
消

要
素
抽
出
・
類
型
化

（
H2

8）

学
生
受
入
手
順

学
生
評
価
指
標

保
険
の
扱
い

知
的
財
産
権
の
扱
い

実
証
・
体
系
化
（

H2
9-

)

既
存
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
外

既
存
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
内

【
「
『
日
本
再
興
戦
略
』
改
訂
2
0
1
5
」
（
平
成
2
7
年
6月
30
日

閣
議
決
定
）
】

⑧
専
修
学
校
と
産
業
界
が
連
携
し
た
教
育
体
制
の
構
築

・
実
践
的
な
職
業
教
育
機
関
で
あ
る
専
修
学
校
に
つ
い
て
、
産
業
界
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
専
門
人
材
の
育
成
機
能
を
強
化
す
る
。
こ
の
た
め
、
専
修
学
校
と
企

業
等
が
連
携
し
つ
つ
学
習
と
実
践
を
組
み
合
わ
せ
て
行
う
教
育
シ
ス
テ
ム
（
産
学
協
同
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
構
築
に
向
け
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
作
成
等
を
行
う
。

平
成
２
８
年
度
要
求
額
３
０
２
百
万
円
（
新
規
）
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７．職業実践専門課程等を通じた専修学校の
質保証・向上の推進 

 

                         （前年度予算額 １８３百万円） 

                         ２８年度要求額 １８３百万円 

 

１．要求の要旨 

中央教育審議会答申「今後の学校におけるキャリア教育・職業教育の在り方について」

（平成２３年１月）においては、職業教育の重要性を踏まえた高等教育を展開していく

ための方策として、職業実践的な教育のための新たな枠組みを整備することが求められ

るとともに、「今後の検討については、新たな学校種の制度を創設するという方策とと

もに、既存の高等教育機関において新たな枠組みの趣旨をいかしていく方策も検討する

こと」とされた。 

また、第２期教育振興基本計画（平成２５年６月１４日閣議決定）においても、高等

教育における職業実践的な教育に特化した新たな枠組みづくりに向けて先導的試行な

どの取組を段階的に進めることとされ、先導的試行としての「職業実践専門課程」を文

部科学大臣が認定し、奨励する制度が平成２６年度からスタートし、これまで約２５%

の専門学校が認定を受けている（平成２７年２月１７日現在 ６７３校２，０４２学科）。 

「職業実践専門課程」制度がこのように広がりを見せつつある中、制度の更なる充実

と、専修学校全体の振興に資するより先進的な取組の推進は、専修学校の質保証・向上

にむけて重要な課題である。 

このため、「職業実践専門課程」制度の取組充実に向けた説明会を開催するとともに、

研修モデルの開発・実証や専修学校における第三者評価の導入など、更なる質保証・向

上の取組を推進し、それらの課題やノウハウを取りまとめ、検証を行い、その結果を広

く全国に提供することにより、「職業実践専門課程」を通じた専修学校全体の質保証・

向上を図る。 

 

２．要求の内容 

（１）調査研究協力者会議等の開催 

  ①専修学校の質保証・向上に関する調査研究協力者会議 

②専修学校教育研究協議会 

 

（２）学校評価の充実 

  ①学校評価ガイドラインに基づく情報公開モデルの開発・実証 

 

（３）「職業実践専門課程」制度創設に伴う取組の推進 

  ①「職業実践専門課程」制度の取組充実に向けた説明会 

②「職業実践専門課程」の改善充実のための実態調査 

③「職業実践専門課程」に係る取組の推進 
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◆
「
職
業
実
践
専
門
課
程
」
に
係
る
取
組
の
推
進

認
定
校
を
中
心
と
し
て
、
第
三
者
評
価
な
ど
更
な
る
質
保
証
・
向
上
に
向
け
た
先
進
的
な
取
組
を
推
進
し
、
課
題
や
ノ
ウ
ハ

ウ
を
取
り
ま
と
め
、
検
証
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
広
く
全
国
に
提
供
す
る
。
特
に
第
三
者
評
価
に
つ
い
て
、
分
野
ご
と
の
検

証
と
と
も
に
、
分
野
共
通
の
標
準
的
な
評
価
シ
ス
テ
ム
を
開
発
す
る
。

職
業
実
践
専
門
課
程
等
を
通
じ
た
専
修
学
校
の
質
保
証
・
向
上
の
推
進

（
前
年
度
予
算
額
：
１
８
３
百
万
円
）

平
成
２
８
年
度
要
求
額
：
１
８
３
百
万
円

「職
業
実
践
専
門
課
程
」制
度
創
設
に
伴
う
取
組
の
推
進

◆
専
修
学
校
の
質
保
証
・
向
上
に
関
す
る
調
査
研
究
協
力
者
会
議

「
専
修
学
校
に
お
け
る
学
校
評
価
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
(
平
成
2
5
年
3
月
策
定
)
を
活
用
し
た
学
校
評
価
の
検
証
や
実
態
調
査
に
基
づ
く
検
証
等
、
専
修
学
校
の
質
保
証
・
向
上
の
推
進

に
向
け
た
方
策
の
検
討
を
行
う
調
査
研
究
協
力
者
会
議
を
開
催
す
る
。

◆
専
修
学
校
教
育
研
究
協
議
会

専
修
学
校
教
育
の
運
営
等
に
関
す
る
研
究
協
議
会
を
開
催
す
る
。

調
査
研
究
協
力
者
会
議
等
の
開
催

◆
学
校
評
価
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
く
情

報
公
開
モ
デ
ル
の
開
発
・
実
証

「
専
修
学
校
に
お
け
る
学
校
評
価
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
」
（
平
成
2
5
年
3
月
）
に
記
載
の
「
情

報
提
供
等
へ
の
取
組
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
に
つ
い
て
、
情
報
提
供
を
促
進
す
る
た

め
の
情
報
公
開
モ
デ
ル
を
開
発
・
実
証
す
る
。

学
校
評
価
の
充
実

＜
背
景
・
経
緯
＞

＜
事
業
の
内
容
＞

職
業
教
育
の
充
実
，
専
修
学
校
の
質
保
証
・
向
上

１
．
社
会
を
生
き
抜
く
力
の
養
成
（
４
）
生
涯
の
各
段
階
を
通
じ
て
推
進
す
る
取
組

成
果
目
標
４
（
社
会
的
・
職
業
的
自
立
に
向
け
た
能
力
・
態
度
の
育
成
等
）

基
本
施
策
１
３
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
充
実
、
職
業
教
育
の
充
実
、
社
会
へ
の
接
続
支
援
、
産
学
官
連
携
に
よ
る
中
核
的
専
門
人
材
、
高
度
職
人
の
育
成
の
充
実
・
強
化

１
３
－
３
各
学
校
段
階
に
お
け
る
職
業
教
育
の
取
組
の
推
進

専
修
学
校
に
お
い
て
は
、
学
校
評
価
・
情
報
公
開
の
仕
組
み
の
構
築
や
教
職
員
の
資
質
向
上
な
ど
の
質
保
証
・
向
上
の
た
め
の
取
組
を
行
う
。

さ
ら
に
、
高
等
教
育
に
お
け
る
職
業
実
践
的
な
教
育
に
特
化
し
た
新
た
な
枠
組
み
づ
く
り
に
向
け
て
、
先
導
的
試
行
な
ど
の
取
組
を
段
階
的
に
進
め
る
。

○
職
業
教
育
を
通
じ
て
、
自
立
し
た
職
業
人
を
育
成
し
、
社
会
・
職
業
へ
円
滑
に
移
行
さ
せ
る
こ
と
、
ま
た
、
学
生
・
生
徒
の
多
様
な
職
業
教
育
ニ
ー
ズ
や
様
々
な
職
業
・
業
種
の
人
材
需
要
に
こ
た
え
て
い
く
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
職
業
教
育
の
重
要
性
を
踏
ま
え
た
高
等
教
育
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
。

○
そ
の
た
め
の
方
策
の
一
つ
と
し
て
、
職
業
実
践
的
な
教
育
の
た
め
の
新
た
な
枠
組
み
を
整
備
。

○
今
後
の
検
討
に
つ
い
て
は
、
新
た
な
学
校
種
の
制
度
を
創
設
す
る
と
い
う
方
策
と
と
も
に
、
既
存
の
高
等
教
育
機
関
に
お
い
て
新
た
な
枠
組
み
の
趣
旨
を
い
か
し
て
い
く
方
策
も
検
討
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

平
成
2
3
年
1
月
：
［
今
後
の
学
校
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
・
職
業
教
育
の
在
り
方
に
つ
い
て
（
中
央
教
育
審
議
会
答
申
）］

平
成
2
5
年
7
月
：
［
「
職
業
実
践
専
門
課
程
」
の
創
設
に
つ
い
て
～
職
業
実
践
的
な
教
育
に
特
化
し
た
枠
組
み
の
趣
旨
を
い
か
し
た
先
導
的
試
行
～
（
報
告
）
（
専
修
学
校
の
質
の
保
証
・
向
上
に
関
す
る
調

査
研
究
協
力
者
会
議
報
告
）
］

「
新
た
な
枠
組
み
」
の
趣
旨
を
専
修
学
校
の
専
門
課
程
に
お
い
て
い
か
し
て
い
く
先
導
的
試
行
と
し
て
、
企
業
等
と
の
密
接
な
連
携
に
よ
り
、
最
新
の
実
務
の
知
識
等
を
身
に
つ
け
ら
れ
る
よ
う
教
育
課
程
を
編
成
し
、
よ
り

実
践
的
な
職
業
教
育
の
質
の
確
保
に
組
織
的
に
取
り
組
む
専
門
課
程
を
文
部
科
学
大
臣
が
「
職
業
実
践
専
門
課
程
」
と
し
て
認
定
し
、
奨
励
す
る
。

平
成
2
5
年
6
月
：
[
第
２
期
教
育
振
興
基
本
計
画
（
閣
議
決
定
）
]

平
成
2
5
年
8
月
3
0
日
：

「
専
修
学
校
の
専
門
課
程
に
お
け
る
職
業
実
践
専
門
課
程
の
認
定
に
関
す
る
規
程
（
文
部
科
学
省
告
示
第
1
3
3
号
を
公
布
・
施
行
）
」

平
成
2
6
年
3
月
3
1
日
：

「
職
業
実
践
専
門
課
程
」
を
文
部
科
学
大
臣
が
認
定
し
、
官
報
で
告
示
。
4
月
か
ら
認
定
学
科
が
ス
タ
ー
ト
。

◆
「
職
業
実
践
専
門
課
程
」
に
関
す
る
説
明
会

「
職
業
実
践
専
門
課
程
」
制
度
の
取
組
充
実
の
た
め
の
協
議
会
を
｢
9
ブ
ロ
ッ
ク
｣
で
開
催
す
る
。

（
2
7か
所
）

◆
「
職
業
実
践
専
門
課
程
」
の
改
善
充
実
の
た
め
の
実
態
調
査

「
職
業
実
践
専
門
課
程
」
の
認
定
が
教
育
課
程
編
成
や
学
修
成
果
の
評
価
等
に
与
え
る
影
響
等
に
関
す
る
実
態
調
査
を
行
い
、

本
取
組
の
改
善
充
実
を
図
る
。

平
成
2
7
年
2
月
1
7
日
時
点
：
「
職
業
実
践
専
門
課
程
」
認
定
状
況

学
校
数
6
7
3
校
(
2
4
%
)
、
2
,0
4
2
学
科
(
2
5
%
)

※
カ
ッ
コ
書
き
は
専
門
学
校
全
体
に
対
す
る
割
合
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８．専門学校生への効果的な経済的支援の

在り方に関する実証研究事業

（前年度予算額 ３０５百万円）

２８年度要求額 ５９７百万円

１．要求の要旨

専修学校は、職業等に必要な知識・技能を修得する場であり、社会の変化に即応した実

践的な職業教育により中核的専門人材を輩出する教育機関として大きな役割を果たしてい

る。

一方で、私立の専修学校専門課程（専門学校）の授業料等の納付金については、年間平

均１００万円を超える負担が求められており、家計からの給付だけでなく、奨学金やアル

バイト等にも大きく依存し、家庭の年収が３００万円未満の生徒については、授業料又は

生活費のいずれかを生徒本人が負担している割合は６割を超えている。また、専門学校に

進学を希望していたにもかかわらず、経済的理由により進学を断念し就職をしている高等

学校卒業者は年間約２．１万人も存在している。

このような状況を踏まえ、意欲と能力のある専門学校生や専門学校進学希望者が経済的

理由により修学を断念することがないよう、専門学校生に対する経済的支援策について総

合的な検討を進めるため、教育機会を確保するための取組、公費投入についての教育的効

果の検証や効果的な修学支援の検証等について実証的な研究を行う。

２．要求の内容

（１）有識者検討会の設置

有識者等による検討会を設置し、修学支援や経済的支援に係る効果の検証や今後の方

向性の検討を行う。

（２）経済的に修学困難な生徒等への支援の実施

都道府県に以下の業務を委託する。

① 修学支援アドバイザーの配置による支援

② 専門学校生への経済的支援

③ 基礎データの収集

（３）実態調査の実施

専門的な知見を有する外部機関(大学、独立行政法人、民間調査研究機関等)に委託し、

都道府県や各学校から収集する基礎データ等に基づく施策効果等（生徒の生活行動変化

の分析、経済的支援の有無による授業料等や中途退学率の変化の分析等）の実態調査を

実施する。
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意
欲
と
能
力
の
あ
る
専
門
学
校
生
や
専
門
学
校
進
学
希
望
者
が
経
済
的
理
由
に
よ
り
修
学
を
断
念
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
専
門
学

校
生
に
対
す
る
経
済
的
支
援
策
に
つ
い
て
総
合
的
な
検
討
を
進
め
る
た
め
、
教
育
機
会
を
確
保
す
る
た
め
の
取
組
、
公
費
投
入
に
つ

い
て
の
教
育
的
効
果
の
検
証
や
効
果
的
な
修
学
支
援
の
検
証
等
に
つ
い
て
実
証
的
な
研
究
を
行
う
。

【
支
援
対
象
の
生
徒
が
在
籍

す
る
専
門
学
校
の
要
件
】

・
生
徒
へ
の
学
校
独
自
の
授
業
料
等

減
免
の
実
施

・
専
門
学
校
が
実
施
す
る
授
業
料
等

負
担
軽
減
に
関
す
る
情
報
の
公
開

・
質
保
証
・
向
上
に
関
す
る
取
組

（
学
校
評
価
）

等

専
門
学
校
生
へ
の
効
果
的
な
経
済
的
支
援
の
在
り
方
に
関
す
る
実
証
研
究
事
業

意
欲
と
能
力
の
あ
る
専
門
学
校
生
や
専
門
学
校
進
学
希
望
者
が
経
済
的
理
由
に
よ
り
修
学
を
断
念
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
専
門
学

校
生
に
対
す
る
経
済
的
支
援
策
に
つ
い
て
総
合
的
な
検
討
を
進
め
る
た
め
、
教
育
機
会
を
確
保
す
る
た
め
の
取
組
、
公
費
投
入
に
つ

い
て
の
教
育
的
効
果
の
検
証
や
効
果
的
な
修
学
支
援
の
検
証
等
に
つ
い
て
実
証
的
な
研
究
を
行
う
。

調
査
研
究
機
関

都
道
府
県

趣
旨
・
目
的

デ
ー
タ
に
基
づ
き
、
施
策

効
果
等
の
分
析
・検
証

・
生
活
行
動
の
変
化
分
析

・
進
路
実
現
の
分
析

・
卒
業
後
の
状
況

・
効
果
的
な
経
済
的
支
援
策

の
在
り
方
検
討

等

専
門
学
校
生
へ
の
修
学
支
援
の
推
進

３
.支
援
効
果
等
に
係
る
基
礎
デ
ー
タ
収
集

中
途
退
学
や
就
職
内
定
率
等
の
デ
ー
タ
収
集
等

※
全
て
の
専
門
学
校
を
対
象
に
基
礎
デ
ー
タ
を
収
集
す
る
。

私
立
専
門
学
校

【
経
済
的
支
援
の
要
件
】

・
経
済
的
に
修
学
困
難
（生
活
保
護

世
帯
及
び
そ
れ
に
準
ず
る
世
帯
）

・
ア
ン
ケ
ー
ト
等
へ
の
協
力

・
職
業
目
標
達
成
に
向
け
た
講
義
等

の
受
講
・
成
果
報
告

国
（
文
部
科
学
省
）

委
託

報
告

【
実
施
期
間
】
平
成
27
年
度
～
2
9年
度

【
対

象
】
都
道
府
県
・
調
査
研
究
機
関

１
.専
門
学
校
生
等
に
対
す
る
修
学
支
援

✪
修
学
支
援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
配
置

・
財
政
的
生
活
設
計
に
対
す
る
助
言

・
学
生
生
活
相
談

・
就
職
相
談
(特
に
出
身
地
や
学
校
所
在
地
に
お
け
る
就
職
）

・
経
済
的
困
難
な
生
徒
か
ら
の
情
報
収
集

・
教
職
員
等
へ
の
研
修

等
連
携

２
.専
門
学
校
生
に
対
す
る
経
済
的
支
援

・
対
象
人
数
：
約
2
千
人
→
約
3
千
人

・
経
済
的
支
援
の
実
施
に
よ
る
地
域
へ
の
専
門
学
校
生

の
定
着
促
進
等
に
対
す
る
効
果
に
つ
い
て
検
証

デ
ー
タ
集
約

委 託

協
力
者
の

指
定
・
支
援

経
済
的
に
修
学

困
難
な
生
徒

（
協
力
者
）

平
成
２
８
年
度
要
求
額
：
５
９
７
百
万
円
（
３
０
５
百
万
円
）
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